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　本研究は、種類の異なった醗酵食品残渣を原料とし、それぞれの特性を活かしつつ
乳酸醗酵を行い、利用価値の高い乳酸を分離精製するという新しい試みであり、自作
の酵母エキスを作成して培地成分に利用するなど、成功すれば学術的にも意義が高
い。順調に進展しているようであるが、今後の課題として、供試する麹菌や乳酸菌の
種類を増やし、優良株を選定することが望まれる。また、最終的な産業廃棄物の量が
どの程度になるかなどLCAによる評価が重要となる。
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